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ビジネスに必要なイノベーション・・・
多くの日本企業がIT投資コストを保守に費やし、
イノベーションが起きにくい環境になっている。
いわゆる「2025年の崖」問題（経済産業省）

決してそういうことではありません。
もちろん、莫大な投資をしてリターンが明確である場合は、そうすべきです。しかしながら
冒頭の【2025年の崖】問題にも関連しますが、日本企業の問題の多くが、様々な業務の中
で、必要なデータを即座に入手・利用出来ないことにあります。
これは、一般的にもメディアで語られていることですが、弊社が定期的に開催しているセミ
ナーアンケートで、7割以上の企業様が不満に思っているというデータもあり、驚くべきこ
とに、3年以上この比率が変わっていません。（セミナー参加属性：東証一部5割、その他
上場企業3割、未上場2割）

弊社のデータ統合管理プラットフォーム【Attack Board】は、2008年の登場時からお客様
が事業を伸ばす、無駄を削減する、そして変化に柔軟に対応できる情報利活用を実現する為
に、公的機関から日本を代表する著名企業、中小企業に至るまで多くの導入を頂いておりま
す。 まず、アプリケーション作成ツールとして優秀であることを誰もが認めるMicrosoft
社のExcelですが、便利過ぎて多くのファイルが氾濫し、属人的なため運用に多大なる問題
を抱えていました。 【Attack Board】の登場により、導入企業の皆様は、Excelのデータ
集計・蓄積・加工・分析・報告を自動化され、大幅な業務効率化を果たされています。
オフィスで働いておられる多くの方が利用できるExcelであれば、誰でも必要なアプリケー
ションを開発・リリースできる上に、内部統制上問題とされていた運用問題も解消されるば
かりでは無く、業務データは特に意識せずともビッグデータ化されているのです。
これだけでもDXのコンセプトに近いのですが、更に、スマートフォンなど、誰でも持ち歩
いているデバイスを有効活用するために、WEBで入出力をサポートできます。

話は変わりますが、DXが取り沙汰される少し前から、私どもは異なるシステム間における、
データの疎結合を提唱してまいりました。
マイクロやミリの秒単位でデータを必要とする業務やシステムは企業にそう多くはありませ
ん。多くの場合が、数分～数時間、あるいはデイリーでデータを把握できれば、何の問題も
無いかと思います。
そこで、ほぼすべてのITシステムがアウトプットできるCSV形式のデータを取り込んで、社
内外のデータを蓄積・分析できれば良いという発想です。弊社では、これをデータの疎結合
と呼んでいます。

欧米諸国と比べて、ITを外部リソースに頼る比率が圧倒的に多い日本企業ならではの現象
が2025年の崖問題です。
顧客目線を大切にするCX（Customer eXperience）、必要な情報の利活用が出来るIT基盤
かつ、ユーザー自身が業務に必要なアプリケーションを迅速に開発 ・ リリースできる DX
（Digital Trasformation）、変化に強く、企業が立てた戦略に柔軟な対応を可能にするBX
（Business Transformation)、これらの３つのXはビジネス上、重要なファクターです。
しかしながら、冒頭の崖の問題を抱えた日本企業がベンダー任せで、３つのXを進めていっ
た場合、リスクの源泉を解決しないまま、臭い物に蓋をするとまでは申しませんが、上辺
だけを綺麗にするのと同じになりかねません。
海外の著名な調査会社や知識人が述べているのは、どういうITを入れるかよりも、企業とし
て確かな経営戦略とそれを補完する人材育成・データ活用スキームが重要だということです。
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情報が貨幣以上の価値を持つ時代
集める・蓄える・分析する・使うをサポートします



業務摘要分野
例）予算関係業務
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の自動化
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＜各種報告＞
商談記録
受注情報
・・・

業務日報
経費清算
・・・

社内や
在宅勤務

客先

クラウドサービス

Excelやスマホ
で データ入力

店舗のPOS情報
（POSサーバー経由）

出荷と連動した
在庫管理

社内各システム
実績管理、
営業管理、
人事管理など

業種・業態を問いません

入力した瞬間、そのデータが様々な形式で必要な業務に活かされます

現状把握、予実管理、限界利益
全社・拠点別把握、資産管理、
シミュレーション・・・

集計業務に人手を使わない、人は情報を活用する

集計

蓄積

分析

加工

自
動
で
す

変化への備えを実現します



開発元
株式会社アグリーメント 〒107-0052 東京都港区赤坂 2-14-11
http://www.agreement.jp/ TEL03-5823-4655 FAX03-5823-4656
*本カタログ記載の商標・商品名等は、特に記載の無い限り各社がその権利を保有しています。

お問合せ先

Attack Boardの主な機能一覧
・Excel業務自動運用（収集・蓄積・加工・分析）
・WEBフォーム作成機能
・大容量ファイル自動一括ダウンロード機能
・他システムデータ取込みモジュール（csv形式）
・マルチブラウザ対応（IE、Chrome、Firefox、Safari、Opera）
・ExcelからDBへのダイレクトアクセス（データ更新・参照）
・ユーザーステイタス管理機能
・データベーステーブル作成機能
・シンプル登録機能
・複数バージョン混合対応（最新から3世代のみ保証）
・SSO対応
・メール添付ファイル自動取り込み機能（オプション）
・AI連携機能（オプション）
・他

http://www.agreement.jp/
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